
 

     

   日頃、地域医療連携にご支援・ご協力をいただきありがとう 

   ごさいます。 

  当院で5大がん地域医療連携パスが整備されてから、1年が経 

 過しました。運用件数はまだ少ない状況ですが、今後、医療の 

 質の均てん化、地域完結型医療の推進にむけ、パスの活用が期 

 待されます。 

  今月は、当院のがん地域連携パスの運用状況について、その 

 一部をご報告いたします。   
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がん地域医療連携パス始動！ 

  

  平成24年4月の診療報酬改定により、退院後、30日以内の連携医への紹介であれ  

 ば、「がん治療連携計画策定料１」が算定できるようになりました。 

 それによって、9月30日現在、3名の患者さんが、胃がん地域医療連携パスを活用 

 し、当院と連携医の二人の主治医によって、診療を受けられております。 

  がん疾患が増加する中、安全で質の高い医療を提供し、患者さんご自身も病気や 

 診療計画を理解できる、がん連携パスの運用がますます期待されます。 

 

がん地域医療連携パス運営委員会 

   平成24年9月28日（金）シャイニーパレスにおいて、第2回がん地域医療連携 

 パス運営委員会が開催されました。 

 当院および地域の医療・保健・福祉機関等の関係者が、パスの運用状況と課題、 

 情報管理方法、診療報酬改定に伴う運用マニュアルの変更について、協議しました。 

  今後もスムーズな連携にむけ、検討を重ねていきたいと思います。 
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